
バーチャルシンポジウム�
危機への対応－�

新型コロナウイルスパンデミックがもたらす⼼心理理社会的影響�
コロナ危機は、⽇日本でもドイツでも多くの⾯面で社会に打撃を与えています。健康被害に加えて、失業、
貧困の拡⼤大、うつ病、孤独、さらには家庭内での対⽴立立といった重⼤大な社会的・⼼心理理的影響ももたらし
ました。�

「危機への対応」と題した今回のバーチャルシンポジウムでは、ドイツと⽇日本からご参加いただくス
ピーカーの皆様より、パンデミックで経験された事例例をお伺いします。また、社会的動向を把握し、
この危機からの脱却⽅方法を探るため、さまざまな分野の専⾨門家の⽅方々から、両国におけるパンデミッ
クの影響に関する知⾒見見および評価についてお話を伺います。�

ご挨拶�

現場からの考察�

パネルディスカッション：パンデミックの影響・進展・解決へのアプローチ�
�
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参加登録：www.daad.de/surveys/364777?lang=en�
シンポジウム詳細：www.dwih-‐‑‒tokyo.org/ja-‐‑‒die-‐‑‒krise-‐‑‒bewaltigen 　https://jdzb.de/ja/events/70963�

本シンポジウムはドイツ語  /  ⽇日本語（同時通訳付き）で⾏行行われます。�
お問合わせ：info@dwih-‐‑‒tokyo.jp�
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開催⽇日時：2021年年6⽉月10⽇日（⽊木）�
18：00〜～20：00（⽇日本時間）�
11：00〜～13：00（ドイツ時間）�
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